
今回、「研究者」の仕事とはどんなもの
か、その中でも私が取り組んでいる「生命
科学分野」の光合成研究を例にして簡単に
紹介しました。生命科学分野は、生物、化
学、物理の知識を使って、生き物のなりた
ちや生体内で起こる化学反応を明らかにす
る研究分野です。私は、我々の生存に必須

の酸素や糖を高効率で作る光合成に魅せられて、この仕組
みの解明をめざして研究を進めています。長年の疑問が自
分たちの実験によって明らかになった時の感動は何にも代
えがたい素晴らしいものです。せっかく理系の大学や高専
に入学するのでしたら、興味を突き詰めて研究者をめざし
ませんか？
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「やりたいことって何だろう？ 気づける自分になる」

機械工学科でものづくり一色の日々も、
は はたまた環境活動に尽力した日々も、良い

経験となり密度の高い5年間を過ごせました。
エンジニアは様々な業界に必要だと思いま
す。本当にやりたいことは何だろうって悩
んで考えるのも大切な時間ですが、考えて

も私は結論を出せませんでした。だからこそ興味のあ
ることに挑戦していく姿勢、これをずっと持ち続けて
いきたいと思っています。これから切磋琢磨して一緒
に工業を盛り上げていける仲間が増えると嬉しいです。




